
 

 

 

 

  

 

 

 事後研修の時に，三谷先生が「言葉にこだわっている。」とおっしゃっていました。

私も，いつも意識しています。「なんて言ったら子ども達がワクワクするのかな？」

「どんな言葉をかけようかな？」そして，その言葉を「どのタイミングで伝えようか

な？」と。言葉は生きています。だからこそ，自分自身の状態も良くないと，うまく

伝わりません。大切にしていきたいですね。 

  

昨年度，算数の時間に意識していたことは，問題文の提示の仕方でした。どのよう

な言葉にすると，いろいろな考えが出るかな。と，こだわって授業をしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教科書には，「このコース１周の道のりは何㎞ですか？」とありました。それを「このコース１周の道のりはど

れくらいですか？」と少し変えて提示しました。すると，答えに「0.5㎞」「500ｍ」，さすがに「㎝」で求めた児

童はいませんでしたが，「㎝」でも答えられる。と言っていました。このように，少し表現を変えるだけで，考え

の幅が変わります。それと同時に単位変換の復習にもなりました。 
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今年度も，教科書の文章を少し変えて，子ども達に提示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようにすることで，必要な情報を聞き出そうとします。これは，目的をもって行っています。 

どんな子ども達に育ってほしいのか？それをまずイメージします。２Ａでいえば，「困ったときに

自分から困ったといえる子どもになってほしい。」と考えています。それを授業の中で実現できる

ように，問題を出す場面で，困り感をもてるような出し方をあえてしています。それで，子ども達

が，「先生。いくら持っているの？」という発言を引き出せたら，シメシメと思い，情報を開示し

ていきます。 

つまり，単にこれをすればいいということではなく，目の前の子ども達の成長した姿を想像して，

今を過ごしていくようにしています。しかし，私もまだまだ準備不足，余裕不足で「あ～。」とい

うことがたくさんあります。子ども達が少しでも学習を楽しくできるように，頑張っていきましょ

う。 

 


